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亀
岡
市
の
生
涯
学
習
は
、
本
市

が
輩
出
し
た
偉
大
な
思
想
家
で
あ

り
、「
石
門
心
学
の
祖
」
と
し
て

著
名
な
石い

し

田だ

梅ば
い

岩が
ん

の
教
え
を
源

流
に
置
い
て
い
ま
す
。
石
田
梅
岩

の
生
き
方
は
、
庶
民
の
日
常
の
中

で
道
徳
の
実
践
を
説
き
、
ま
さ
に

生
涯
学
習
の
真
髄
を
物
語
る
も
の

と
し
て
、
現
代
に
そ
の
志
を
受
け

継
い
で
い
ま
す
。

本
市
が
「
生
涯
学
習
都
市
」

宣
言
を
行
っ
た
翌
年
の
平
成
元
年

１
月
、
第
１
回
「
コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
・
カ
メ
オ
カ
」、同
年
10
月
に「
亀

岡
生
涯
学
習
市
民
大
学
」、
平
成

３
年
に
は
「
～
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か

め
お
か
～
丹
波
学
ト
ー
ク
」
が
開

講
。
生
涯
学
習
三
大
シ
ン
ボ
ル
講

座
と
し
て
、
現
在
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
学
び
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
生
涯

学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

生
涯
学
習
意
識
の
醸
成
、
文
化
水

準
の
向
上
を
目
的
と
し
て
「
生
涯

学
習
賞
」
を
設
け
、
生
涯
学
習
の

意
義
を
内
外
に
広
く
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
生
涯
学
習
の

複
合
施
設
「
ガ
レ
リ
ア
か
め
お

か
」
や
「
地
球
環
境
子
ど
も
村
」

を
拠
点
に
多
く
の
人
が
集
い
、
交

流
す
る
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

本
年
、
亀
岡
市
が
「
生
涯
学
習

都
市
」
宣
言
を
し
て
30
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習

推
進
の
成
果
と
広
が
り
を
見
せ
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
今
後

も
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市民の皆さんの活動が未来を創ります（コドモノミライ☆プロジェクト＠亀岡）

「〜ダイナミックかめおか〜丹波学トーク」でのフィールドワーク開館20周年を迎えるガレリアかめおか

学びと体験、そして笑顔（かめおか“天の川”プロジェクト）

生涯学習とは、人々が生涯にわたり
主体的に続ける学習活動のことです。

亀岡市は、生きる喜びと明るく豊かなまちに住む喜びの
持てるまちを目指し、昭和63年３月30日、

全国の自治体に先駆けて「生涯学習都市」宣言を行いました。
それから30年。

平和で、未来に夢を描ける、誰もが住んでいることを
誇りに思える「ふるさと亀岡」が市民の皆さんの参画と協働により

醸成され、さらに広がりを見せようとしています。

生涯にわたる学びの機会～三大シンボル講座～市民の皆さんとの協働によるまちづくり～生涯学習の新たなステージへ～

　貞享 2（1685）年（江戸時代中頃）、
現在の亀岡市東別院町東掛の農家に
生まれた石田梅岩。律儀で厳格な父
親の影響を受けて育ちました。青年期に
「自分とは何か」「人間とは何か」「い
かに生きるべきか」などについて真剣に
考え、その答えを求め、仕事のかたわ
ら勉学に励み、独学で研鑽を重ねたと
いわれています。
　梅岩の絶え間ない学習意欲は成果
として蓄積され、享保 14（1729）年、
45 歳の時、「人の人たる道」の追求により人間の本性、心のあり方を
集約し、念願の開講を実現。当時としては型破りの無料、出入り自由、
性別不問の講義に人々は感銘を受けました。
　60 歳での没後も梅岩の教えは「石門心学」として受け継がれ、そ
の志は生涯学習の原点として現代に生きています。

　本来的に多種多様な面を持つ生涯学習。真に自発性に基づく創造的な学習の営みを求める
ために、民間活力を導入した公益財団法人生涯学習かめおか財団により３つのシンボル講座を
企画・運営し、あらゆる分野における幅広い学びの機会を提供しています。

　亀岡の生涯学習によるまちづくりは一定の成果と広がりをみせ、市民の皆さんと協働でまちづくりに取
り組む、新たな展開に入っています。平成27年３月からの「第２次亀岡市まちづくり協働推進実施計画」
により、市民協働の推進を強固なものとし、地域課題の解決に向けた取り組みを加速化させています。

■第２次亀岡市まちづくり協働推進実施計画（平成 27 年度～平成 31 年度）

　全国的・世界的な視野に
立ち、各界で活躍される著
名な学者、文化人を講師に
招き、一般公開による自由聴
講制で多くの市民の参加のも
と開催しています。

　受講生の中から運営委員
を構成し、企画・運営に市
民が主体に取り組むことで、
「市民の、市民による、市
民のための市民大学」を目
指し開催しています。

　さまざまな角度から講師と
参加者が一体となって問題
提起をし、人類的、地球的
な広い視野から地域学として
の丹波学を確立させることを
目指します。

　昭和 63 年３月30日、亀岡市は、他の自治体に先駆け、西
日本で初めて「生涯学習都市」宣言を行いました。
　この宣言は、亀岡市民が地域の一員として手をとりあい、生
涯にわたって学び続けることで生きる喜びを実感し、平和で豊か
なまちづくりを目指す決意をあらわすものです。

　亀岡市の「生涯
学習都市」宣言の
基本理念を広く内外
に発信する制度とし
て、平成 13 年度に
「生涯学習賞」を
設立しました。この
賞は、生涯学習の推進、男女共同参画社会の発展、
環境と人間の共生、地域に根差した活動などで著しい
功績のあった個人・団体・グループに送られ、生涯学習

大賞「石田梅岩賞」、
生涯学習ゆう・あい賞
「千登三子賞」、生涯
学習共生賞「上田正
昭賞」、生涯学習奨励
賞が設けられています。

Ⅰ 協働推進の基本的な考え方

Ⅲ 行動計画（アクションプラン）

Ⅱ 協働推進のための取り組みと施策

（市民協働の概念）
�市民参画と協働の輪を広げ、豊かで魅力があり、
誰もが愛着心を持てるまちづくり
⒈�協働まちづくりの進捗状況と前実施計画の成果
⒉�本実施計画（第 2次実施計画）における課題
⒊�本実施計画（第 2次実施計画）のテーマ

⒈�協働推進まちづくりへの意識の啓発
⒉�市民活動の継続的な支援
⒊�コミュニティ活動の新たな展開
⒋地域課題解決に向けた中間支援機能の充実
⒌協働推進体制の充実

⒈�協働を促進するプ
ロモーションの強化

⒉�市民活動への寄付を受け
入れる基金の創設と運用

⒊�地域資源を循環させる仕
組みづくりの運用と構築

⒋�協働コーディネーター
の仕組みづくり

石田梅岩画像（（一社）明倫舎所蔵）

第1回生涯学習賞贈呈式（平成14年2月）

第17回生涯学習賞贈呈式（平成30年2月）

講師と参加者で「丹波学」を確立市民の手による学びの場第1回の様子（平成元年1月）

■コレージュ・ド・カメオカ ■亀岡生涯学習市民大学 ■～ダイナミックかめおか～丹波学トーク

植物油インキを
使用しています。
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■亀岡市の人口と世帯数
平成30年
4月24日現在

平成29年
4月18日現在

人　口 89,346人 90,095人

内
　
訳

男 43,526人 43,881人

女 45,820人 46,214人

世帯数 38,785世帯 38,599世帯

〜亀岡市は平成 28 年（2016 年）
　　熊本地震被災地の
　　　復興を支援します〜

「人の人たる道」を説いた石門心学の祖
～生涯学習の先駆者　石田梅岩～

手をとりあって学び合う、平和で豊かなまち
～「生涯学習都市」宣言～

大きく広がる生涯学習の意義
～生涯学習賞～


